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明 王 三 セッ ト 内 容 
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KAJO264A 99.6 


@ ス パイ ラル シン ク 


ー ド (1P-0.5m) 


@ 集 光 ア ダブ ター「TL-8] 
@ ソ フト ケー ス 「SC-5] 
人 説明 書 、 保 証書 


この 度 は 、 サ ン バ ッ ク 「auto36SH] を お 買上 げ い た だ きま し て 、 あ り 
が と う ご ざ いま し た 。 こ の 使用 説明 書 を よく お 読み の 上 、 正 し い 扱 い 方 
で 、 ご 愛用 くだ さい ます よう お 願い し ます 。 


安全 上 の ご 注意 


ご 使用 の 前 に 、 本 書 を よく お 読み の 上 、 内 容 を 理解 し て お 使い くだ さい 。 お 読み に な っ た 後 も 、 本 製品 の そば な ど 、 い つも お 手元 に お いて お 使い くだ さい 。 


マー ク の 説明 


/N 人 か 警告 : 製品 内 部 に 絶縁 され て いな い 「 危 険 な 電圧 」 が 存在 する こと を 警告 する も の で す 。 こ の 表示 を 無視 し て 解体 、 
改造 を する と 人 が 死亡 また は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


/N 注意 : この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取扱 い を する と 人 が 傷害 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 お よび 物 的 障害 の み の 発 


生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
人 人 


検 又 は 修理 作業 が 必要 な 場合 に は 、 ご 購入 店 か 当社 サー ビス セン ター に お 持ち くだ さい 。 

2 5 詳 を 開け た り 、 改 造 し な いで くだ さい 。 高 圧 回 線 が あり 、 火 災 、 感 電 又 は 傷 寄 の 原因 に な り ま す 。 

@ 当 社 指定 外 の 付属 品 を 使用 し な いで くだ さい 。 火災 、 感 電 又 は 傷害 の 原因 に な り ま す 。 

@ 機 器 を 落と し た り 破 損し た 場合 、 又 は 機器 の 中 に 物体 が 落ち 込ん だ 場合 に は 、 ご 購入 店 か 当社 サー ビス セン ター に お 持ち くだ さい 。 

@ コ ー ド 類 を 傷つけ た り 、 破 損し た り 、 加 工 し た り 、 無理 に 曲げ た り 、 引 っ 張っ た り 、 ね じ っ た り 、 束 ね た り し な いで くだ さい 。 ま た 重い 荷物 を 乗せ た り 、 加 熱 
する と コー ド が 破損 し 、 火 災 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。 

信 機 器 を 人 の 目 の 前 に (特に 乳幼児 ) 近づけ て 撮影 し な いで くだ さい 。 目 の 近く で 発光 させ る と 、 視 力 傷害 を 起こ す 危 険 性 が あり ます 。 特 に 乳幼児 を 撮影 する と 
き は 1 m 以 上 離れ て くだ さい 。 

電池 を 入れ る と き は 、 上 一 を 正しく 入れ て くだ さい 。 ま た 電池 を 交換 する と き は 、 全 部 を 一 度 に 同一 メー カー、 同 一 種類 の 電池 を 入れ て くだ さい 。 誤っ た 使い 
方 は 漏 液 、 発 熱 、 破 裂 の 恐れ が あり 、 電 池 寿 命 が 短く な っ た り 、 接 触 不 良 の 原因 に な っ た り し ます 。 

⑯AC ア ダブ プター は ど ご 使用 時 の み 取 り 付 け て くだ さい 、。 使用 し な いと さ は 電源 ら 必 ず 外 し て くだ さい 。 故障 及び 傷害 の 原因 と な り ま す 

@ コ ッ プ 、 化 粧品 、 そ F れ た り 、 機器 の 中 に 入っ た 場合 、 火 災 、 感 電 又 は 傷 寄 の 原因 に な り ま す 。 

風呂 場 や 加 で は 使用 し な いで くだ さい 。 ゝ 電 又 は 傷害 の 原因 と な り ま す 。 

起 れ た 手 で AC ア ダブ ター、 等 を 抜き 差し し な いで くだ さい 故障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 

人 @ 機 器 の 清掃 及び 手入れ を する と き に は 、 電 池 及 び 電 源 コ ン セ ント か ら 機 器 の プラ グ を 常に 抜い て くだ さい 。 ブ プラ グ を コン セン ト か ら 抜 く と き は 、 コ ー ド を 急 に 
引っ 張ら な いで 

急 可 燃 性 ガス 及び 爆発 性 ガス 、 等 が 大 気 中 に 存在 する 恐れ が ある 場所 で 使用 し な いで くだ さい 


@ 上 直射 日 光 の ミ 


当たる 換 の 多い 場所 や 湿度 の 多い 場所 に 置か な いで くだ さい 。 内 部 の 温度 が 上 が り 、 次 災 の 原因 と な る こと が あり ます 。 

か な いで くだ さい 。 使用 する と 火災 、 感 電 の 原因 と な る こと が あり ます 

人 不安 定 な 場所 で 機器 を 使用 し な いで くだ さい 。 バ ラン ス が 崩れ て 倒れ た り 、 落 下 し て ケガ の 原因 と な る こと が あり ます 。 

その 他 の 注意 

@ ベ ペン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 等 で 拭 か な いで くだ さい 。 機 器 の 変色 や 変形 の 原因 と な り ま す 。 汚 れ の ひど いと き は 柔らか い 布 で 乾拭き を し て くだ さい 。 


問 部 の 名 称 


⑬ ⑫⑭ ⑯ 


① 発 光 部 部 電源 ソケット バウ ンス 角度 合わ せ 目 盛り 
⑧⑥ ア クセ サリ ー 取 付 溝 6 ーッ ッ 有 チ Pe 
⑬③ バ ウン ス 和 角度 調節 台 に - ド ツケ ッ ド ト フィ ルム 感度 設定 ノ 
④ 電 池 蓋 ⑱ パ ワー レシ オス イッ チ @⑫ 絞 り 表示 5 
オー ト セ ン サ ー ⑭⑫ オ ー ト OK ラン プ @ フ ィ ル ム 示 窓 
⑥ ロ ッ ク リ ング ⑮ レ ディ ラン プ / テ スト ボタ ン @ 距 離 表 示 窓 
⑦ ホ ッ ト シ ュー 接点 ⑯ バ ウン スペ ヘッ ド ⑮ パ ワー レシ オ 設 定 表示 
⑧$ オ ー ト 、 マ ニュ アル 設定 窓 ⑰ バ パウ ンス フ ラッ プ 角 エ 度 表示 
定 ス イッ ツチ @ 垂 直方 向 角 度 表示 


電池 の 入れ 方 


1. 電池 蓄 を 開け 、 新 し い 単 3 型 電池 4 本 を 
電池 室内 の ③④ 〇 の 図示 に 従っ て 、 電 池 室 
に 入れ て くだ さい 。 電 池 の 配 列 を 間違え 
る と 、 故 障 の 原因 に な り ま す 。 


置 に 戻し て くだ さい 。 レ ディ ラン プ が 消 
えて 発光 し な く な り ま す 。 


※ 発 光 準備 は レデ ィ ラ ンプ が 点灯 し た ら 完 
了 し ます が 、 レ ディ ラン プ の 点灯 直後 に 
フル 発光 させ る と 規定 の ガイ ドナ ン バ ー 
より 約 1EV 光 量 が 不足 し ます 。 
より 良い 写真 を 撮る た め に は レデ ィ ラ ン 
プ の 点灯 後 、 約 3ー5 秒 間 お 待ち くだ さい 。 
また 、 レ ディ ラン プ の 点灯 に 約 30 秒 以上 
か か る と き は 、 新 し い 電 池 に 交換 し て く 


だ さい 
も [BATTI 
側 に し て くだ さい 。 キ ィ ー ン と いう 発振 
衣 と 共に チャ ー ジ が 期 まり 充電 売 了 ど 
同時 に レデ ィ ラ ンプ が 点灯 し ます 。 
を 切る と き は 、 ス イッ チ を 「OFF] の 位 
人 本 機 に 使え る 電源 の 種類 
① 単 3 型 アル カリ 電池 (4 本 ) 短 の 発光 間隔 と 、 最 大 の 発光 回 数 が 得 間隔 の 短縮 と 発光 回 数 の 増加 に 威力 を 
@ 単 3 型 ニッ カド 電池 (4 本 ) 層 電 池 (1 型 は 積層 電 発 押す る 強力 な コン バク ト 電 源 で す 。 ニ 
ニッ カド 電池 は ハイ レー ト 放 電 に 強く 、 池 510Vx 1 本 若しくは 、 経 済 的 な ニッ ッ カ ド 電 池 の 他 に 、 ア ルカ リ 電 池 で の ご 
スト ロボ の 電源 と し て 最適 で す 。 カド バッ ク NC-5 10。 還 型 は 、 積 層 電 池 使用 も 可能 で す 。 
3 時 間 充 電 が 可能 な サン バッ ク 介 束 充電 240VX ら 本 また は ら 70VX ら 本 ) を 積層 


器 「QBC-3」 と 、 急 速 充電 用 ニッ カド 
電池 「QB-3] の ご 使用 を お 勧め し ます 。 
③ 電 灯 線 ・AC ア ダ プ ター 「AD-27J] 
④ 積 層 パ ッ ク 1 型 / 想 型 
撮影 頻度 の 多い 方 に 最適 の 電源 で す 。 最 


パッ ク に 入れ て ご 使用 くだ さい 。 
※「NC-510]」 ニ ッ カ ド パ バッ ク の 充電 に は 、 
専用 充電 器 「QBC-5] を ご 使用 くだ い 。 
の TR パ シク 
単 ら 型 ニッ カド 電池 6 本 を 電源 に する 発光 


久 外部 電源 を 使う 場合 

@AD27J ( 電 条 線 ) の 場合 
AD-27 SN 
ク グ を スト ロボ の 原 ソ ケッ ト に 、 

た 本 人 に 提 め 込 ん で ある ブラ グ を 電 
の コ セ ン ト に それ ぞ れ 差し 込ん 々 で くだ さ 
い 。 

@ 電 源 ス イッ チ を 「AC/HV」 の 位置 に 合わ 
せる と 電源 が 入り 、 約 10 数 秒 後に レデ ィ 
ラン ブ が 点灯 し ます 。 
$ 電 源 を 切る と き は 、 ス イッ チ を 「OFF」 


金 カメ ラ へ の 取り 付け 方 


本 機 を カメ ラ に 取り 付け る と き (また は 、 
外す と き ) は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を "OFF" 
に し て くだ さい 。 電 源 ス イッ チ を "ON" の 
まま 取り 付け る (外す ) と 、 カ メラ 側 に 故 
障 が 起 こる 場合 が あり ます 。 


@ カメ ラ の シャ ッ タ ー ス ピー ド を セッ ト し て くだ さい 


スト ロボ に 同調 する シャ ッ タ ー ス ピー ド は 
基本 的 に は 次 の 通り で す 。 詳 し く は カメ ラ 
の 説明 書 に 従っ て くだ さい 
@ フ ォ ー カ ルプ レー ン シ ャ ッ タ ー 
シャ ッ タ ー ダ イヤ ル を 、X マ ー ク また は 狂 
マー ク に 合わ せ て くだ さい 。(X マ ー ク の 
代わ り に 色 違 い の 数 字 で 表示 を し て いる 
カメ ラ も あり ます 。) 
@ レ ンズ シャ ッ タ ー 
レン ズ ま た は ボディ ー に 表示 され て いる 


人 オー ト 撮 影 の 仕方 

スト ロボ 側 の 設定 

① 使 用 フィ ルム の ISO 感 度 を 白線 に 合わ せ 
て くだ さい 。( 例 えば IS0100 フ ィ ル ム の 
時 ) 

⑧ オ ー ト 有効 範囲 を 最大 に 使う 場合 は 、 モ 
還 O ッ チ を 右 の 図 の 位置 の 合わ 
せ て くだ さい 。 緑色 で 撮影 モー ド 、 絞 り 
値 、 ミレ スー (TL- 8) を つけ な い 場 合 
の 有効 範囲 が それ ぞ れ の 窓 に 表示 され ま 
す 。 
モー ド 表 示 窓 : 緑色 の A (オー トマ ー ク ) 
絞り 表示 窟 : F3 (IS0100 フ ィ ル ム ) 
距離 表示 窓 : 6.3ー18m 


人 テス ト 発 光 と オー トシ グ ナ ル 


オー ト 受 光 部 を レン ズ の 光 軸 と 同じ 位置 で 
被写体 に 向け て テス ト ボ タン (レデ ィ ラ ン 
プ の カバ ー) を 押し て くだ さい 。 被 写 体 が 
有効 範囲 内 に ある と き は 、 発 光 と 同時 に オ 
ー ト シグ ナル (autoOK) が 約 1 秒間 、 緑 
色 に 点灯 し ます 。 


オー トシ グ ナ ル が 点灯 し な いと き は 、 被 写 
体 と の 距離 を 短縮 する か 、 有 効 距離 範囲 の 
長く な る 絞り に 変え て くだ さい 。( 例 :F8 か 
ら F4 に ) 


信 オー ト 撮 影 上 の 注意 
D シ ュー 前 面 の オー ト 受 光 部 は 適正 な 光量 
を 計算 する 大 切な 場所 で す 。 ゴ ミ や ホコ 
り で 汚れ な いよ うに し て くだ さい 
@ 必 ず 有 効 範囲 内 で 撮影 を し て くだ さい 
3 被写体 の 手前 に 反射 率 の 高い も の (例え 


マニ ュ ア ル 撮 影 の 仕方 


サン パッ ク auto36SH は 、 光 時 を Full か ら 

1/16 ま で 5 段階 に わた っ て シフ ト す る こと 

が で きま す 。 次 の よう な 場合 に この パワ ー 

レシ オ (光量 可変 ) シス テム を 利用 し て 十 

分 な 効果 を 上 げ て くだ さい 。 

デイ ライ トシ ンク ロ や 、 逆 行 撮影 に … 

念 導 つ か の 絞り を 変え た 写真 を 撮り た いと 

人 @ モ ー タ ー ド ライ ブ や 、 オ ー ト ワイ ンダ 
を 使う と き に … 

@ 発 光 回 数 を 多く し た いと き に … 


① 使 用 フィ ルム の ISO 感 度 を 白線 に 合わ せ 
て くだ さい 。 

⑧ モ ー ド 切換 スイ ッ チ を 一 番 上 に 上 げ て く 
だ さい 。 モ ー ド 表示 窓 に M (マニ ュ ア ル 
マー ク ) が 表示 され ます 。 

③③ パ ワー レシ オス イッ チ を 、 和 希望 する 光量 
の 目盛 に 合わ せ て くだ さい 。 (例え ば Full 
マー ク に 合わ せる 。 こ れ で ガイ ドナ ン バ 
ー36 の 光量 が 得 ら れ ま す 。) 

④ 絞 り と 距離 の 表示 窓 に は Full 光 量 時 の 数 


の 位置 に 戻す か 、AC ア ダブ ター の プラ グ 
を 抜い て くだ さい 。( プ ラグ を 抜い た と き ぎ 
は 、 レ ディ ラン プ が 点灯 し た まま で 電源 
が 切れ ます 。) 

autOo36SH に は 、「AD-27J] 以外 の AC 
アダ プター は ご 使用 に な れ ま せん 。 


信 積 層 バ ッ ク 及 び TR バ パッ ク I の 場合 
積層 パック 、TR パ ッ ク I に 付属 し て いる コ 
ン バ ー ジ ョ ンプ ラグ を 電源 プラ グ に 装着 


※TH バ ッ ク IL の 場合 
は 、 電 源 コ ー ド が 固 
定 さ れ て いま す 。 


1. カ メラ の シュ ー に 差し 込み 、 ロ ッ ク リ ン 
グ を 回 し て 固定 し て くだ さい 。 

2. カ メラ の シャ ッ タ ー ス ピー ド を 同調 スピ 
ー ド セツ トト し て し で ぐ さ い 


全て の シャ ッ タ ー ス ピー ド に 同調 し ます 。 

(カメ ラ に よっ て は M/X の 切換 レバ ー が 
つい て いる も の が あり ます が 、 そ の 場合 
は 必ず X に 合わ せ て くだ さい 。 


カメ ラ 側 の 設定 

レン ズ の 絞り を F ら (緑色 の A の 時 ) に セッ ト 

し て くだ さい 。 こ れ で 有効 距離 範囲 内 は 常 

に 標準 露出 で す 。(F2 が な い 場 合 は 、 数 値 

の 大 きい 方 に セッ ト し て くだ さい 。) 

@ ス イッ チ を 上 方 に 動か す と 、 黄 色 と 赤 の 
表示 に 撮影 モー ド が 変わ り ま す 。 被写体 
の 背景 や 前 面 も シャー プ に し た いと き は 
状況 に 応じ て F4( 黄 色 の A) ま た は 、 
F8( 赤 色 の A) を 選択 し て お 使い くだ さい 
(IS0100 フ ィ ル ム の 時 ) 


※ 被 写 体 が 有効 範囲 内 に ある 場合 で も 、 撮 
影 場 所 や 被写体 に よっ て は オー トシ グ ナ 
ル が つか な いこ と が あり ます 。 

※ レ ディ ラン ブ プ の 点灯 直後 に 発光 させ る と 
有効 距離 が 短く な り ま す の で 、 ご 注意 く 
だ さい 。(Full 発 光 で の 点灯 直後 は 、 約 
1EV 光 量 が 不定 し ます 。) 


ば 白い テー ブル クロ ス 、 白 い 花 、 置 物 等 ) 
が ある と 露出 不定 に な る こと が あり ます 。 
人 次 の 場合 に は マニ ュ ア ル に し て くだ さい 。 
① オ ー ト で 定め られ た 以外 の 絞り を 使い た 
いと き 


値 が 示さ れ て いま す 。 例 えば 、IS0100 
フィ ルム で Full 光 量 時 の 時 、 被 写 体 まで 
の 距離 が 6.5m な ら 、 レ ンズ の 絞り は 
F5.6 に な り ま す 。 逆 に 絞り を 先 に 決め て 
距離 を 出す こと も で きま す 。 
例え ば 、F8 で は 撮影 距離 が 4.5m に な り 
ます 。 1/ ら 光量 や 1/4 光 量 等 、 他 の 光量 
で 撮影 を する と きも 同じ 方 法 で 行っ て く 
だ さい 。 
文 ご 注意 
パワ ー レ シオ スイ ッ チ は 、 ク リッ ク に 従っ 
て 正しく 目盛 に 合わ せ て くだ さい 。 ク リッ 
ク か ら は ずれ て いる と 正確 な 光量 が 得 ら れ 
ませ ん 。 


モー ター ドラ イブ カメ ラ を 使う と き 

人 電源 は 積層 バッ ク 1 、 由 又は 、TH パ バック 
II を ご 使用 くだ さい 

マニ ュ ア ル に し て 光量 を で きる だ け 小 さ 
くし て くだ さい 

@ 1/16 光 量 で の 連続 撮影 は 、 約 36 コ マ 
で 止め て 10 分 以上 休止 し て くだ さい 。 


て くだ さい 。 ら に コン バー ジョ ンプ ラグ 
を 装 < 汗 し た 電 拓 ブラ な スト ロ ポ の 外部 
源 ソ ケッ ト に 差し 込ん で くだ さい 。 電 源 ス 
イッ チ を 「AC/HV」 に 合わ せ 、 積層 パッ ク 、 
TR パ ッ ク II の スイ ッ チ を "ON" に する と 電 
源 が 入り ます 。 

電源 を 切る と き は 、 積 層 パ ッ ク 又 は 、TR パ 
ッ ク I 側 の スイ ッ チ を "OFF'" に し て くだ さ 
い 。" ON" の まま 放置 する と 電池 が 消耗 し 
し て くだ さい 。 


て し まい ます の で ご 注意 


OFFAC BAT 
HV 
合 


人 @ 若 オー トモ ー ド の 絞り 値 と 有効 範囲 


オー トモ ー ド 
IO 感度 | 徹 品 の A | 黄色 の A | 赤色 の A 
joo0 | Fse | Fu Fe 
400 4 8 16 
goo 28 56 国 
oo 8 4 8 
50 1.4 2.8 5.6 
85 四 4 
有効 範囲 |6.3ー18m| 1.2-9m | 0.6-4.5m 


一 間 う う う 


DIN [2 
ISOASA00| 


ーーーーー す Petep 


nil 


に 555 meter 
full 0214 108 6 
ee 
0 人 づ 


ペン 
OFF 他 BAT autoOK ready/test 


ニニ 臣 三 一 こう 
DIN [21 
ISO/ASALO0| 


ーー すす ョ ーー rep 


II 


m1.2 思 二 三 コ 9 『 meter 


仙 181⑯ 
ロ ロ 〆 
@ @ 


OFF 他 BATT auto0K ready/test 


⑱⑧ デ イラ イト シンクロ や 逆行 撮影 又は 多 灯 
撮影 を する と き 。 

③ 被 写 体 の 周囲 に 光 を 反射 する も の が あり 、 
それ ら が ファ イン ダー に 入る と き ( 鏡 、 
ガラ ス 、 結 婚 式 の 金 扉 風 等 ) 


(= | mmm) 


DIN 21 
moA 還 
322216 11 856428213 F/stop 


0507 1 144 2 273755751115 meter 


@⑯ @ 


ペン 
OFF 爺 BAT utoOK ready/test 


人 @Full 光 量 (毎秒 1 コマ ) の 場合 は 約 10 
コマ に し て 、 や は り 10 分 以上 の 休止 を し 
て くだ さい 

@ オ ー ト ワイ ンダ ー カ メラ も 放熱 の た め 
同じ 方 法 で ご 使用 くだ さい 


人 パワ ー レ シオ に よる 逆光 ( 半 逆 光 ) 撮影 の 仕方 


日 差し の 中 や 窓際 の 撮影 で は 、 被 写 体 に 不 
自然 な 濃い 影 が で きま す 。 ス トロ ボ を 使っ 
て その 影 を 弱め 、 不 自然 さ を な くす こと が 
で きま す 。 


① シ ャ ッ タ ー ス ピー ド を ス トロ ボ に 同調 す 
る 最高 速度 に し て くだ さい 。( カ メラ の 使 
用 説明 書 を 参照 し こく だ さい ) 

⑧ カ メラ に 内 蔵 さ れ て いる 露出 計 、 又 は 別 
の 露出 計 を 使っ て 、 画 像 の も ちっ と も 明る 


くだ さい 。( 例 えば 約 1.5m) 

④ 使 用 フィ ルム の ISO 感 度 を スト ロボ に セ 
ッ ト し て くだ さい 。 (例え ば IS0100) 
次 の パワ ー レ シオ スイ ッ チ を 動か し て 、 
レン ズ に セッ ト し た 絞り (この 場合 は 
F16) と 距離 1.5m を 合わ せ て くだ さい 。 

(スト ロボ の 距離 表示 に は 1.5m の 表示 

が あり ませ ん の で も っ と も 近い 1.6m を 
合わ せ て くだ さい 。) 

⑤ こ れ で 標準 光量 が 得 ら れ ま す 。 


っ て 光量 の 目盛 に 正しく 合わ せ て くだ さ 
い 。 ご 使用 に な る フィ ルム の 感度 に よっ 
て は 、 絞 り と 距離 の 表示 が ずれ て 一 致し 
な い 場 合 が ありま す が 、 そ の 場合 は 光量 
盛 の セッ ト の 方 を 優先 させ て くだ さい 。 


ガイ ドナ ン バ ー+ 撮 影 距 離 = 絞 り 


フィ ルム の 感度 の 変化 に よる ガイ ドナ ン バ ー 


い 部 分 (普通 は 背景 ) に カメ ラ の 絞り を IS0100 フ ィ ル ム を 使っ て F16、1.6m GN(S0100 の 時 ) x、/ 人 理 フィ ルム の 最 
合わ せ て くだ さい 。( 例 えば F16) の と き は 1/ ら 光量 に な り ま す 。 100 
スト ロボ か ら 被 写 体 まで の 距離 を 測っ つて  ※ バ パワ ー レ シオ スイッチ は 、 ク リッ ク に 従 
IS 感度 85 | 50 64 400 | 1000 
Full 18 85 g9 
1/g 13 18 80 
auto36SR の ガイ ドナ ン バ ー | | 
軸 1/4 9 13 15 
(テレ キッ ト TL8 を つけ な り い 場 合 ) 
1/8 6 9 10 
1716 | 5 6 の 


人 バウ ンス 撮影 の 仕方 


オー ト に よる バウ ンス 撮影 
aut0o36SH は 、 オ ー ト モー ド で 多 方向 に バ 
ウン ス 撮 影 を する こと が で きま す 。 オ ー ト 
の テス ト 発 光 で 発光 部 の 傾き や 距離 が 簡単 
に 調節 で きる 上 、 ご 使用 に な る バウ ンス の 
角度 表示 を 記録 し て お きま す と 何 度 で も 同 
じ 条 件 で 撮影 を 行う こと が で きま す 。 
① バ ウン ス ヘ ッ ド を お 田 み の 方 向 に 向け 、 
角度 表示 を バウ ンス 角度 合わ せ 目 盛 に 合 
わせ て くだ さい 。 
上 方 は O" か ら …15” 30' 45' 60" 


75* 8" 
左右 は … 左 回 り に 0' か ら 30" 60" 
8980" 1280" 150* 


右 回 り に 0" か ら 30' 60* 
80” 1280' 150" 180" 
※ 無 理 に ね じ 曲 げた り 、 衣 度 表示 以上 の 傾 
き に し よう と する と 故障 の 原因 に な り ま 
す 。 


人 テレ キッ ト TL-8 に つい て 


auto36SR に は 付属 品 と し て 「 テ レキ ッ ト 
TL-8]」 が セッ ト さ れ て いま す 。 こ の テレ キ 
ッ ト TL-8 は ス トロ ボ の 光 を 集 光 し て 光量 を 
増大 させ 、 光 の 到達 距離 を の ば す ズ ー ム 式 
の アク セ サ リ ー で す 。 望 遠 レン ズ を 使う 撮 
影 に は 大 変 有効 で す 。 ま た 、 テ レキ ッ ト を 
つけ な い 場 合 、auto36SR は 35 ミ リ の レ 
ンズ を カバ ー し ます 。 広角 レ ンズ を 使う 撮 
影 で は 、 テ レキ ッ ト を 本 体 か ら 外 し て くだ 
さい 。 


ーー・ ーー ・ ーー ニーーー 


取付 カイ ト lc 右 わせ て くだ さい 。 

テレ キッ ト の 取付 リブ を 、auto36SR の 
アク セ サ リ ー 取 付 溝 に か み 合 わせ て くだ 
さい 。 (写真 ) 

テレ キッ ト が クリ ッ ク で 止ま る まで 十分 
に 差し 込ん で くだ さい 。 (写真 3) 


人 テレ キッ ト TL-8 の 使い 方 


TL-8 は 、 光 の 集 光 度 を レン ズ の 焦点 距離 の 
値 で 表示 し て いま す 。( ス トロ ボ の 発光 部 側 
か ら 見 て 40、70.100.135 ミ リ の 4 段階 ) 
@ ズ ー ム 部 を の ば し て 、 使 用 レン ズ に あっ 
た ズー ム 焦 点 距 離 表 示 を 、 ズ ー ム 表示 ガイ 
ド に 合わ せ て くだ さい 。 

@ ま た 、 表 示 に な い 焦 点 距離 の レン ズ を ご 
使用 に な る と き は 、 表 1 に 従っ て ズー ム 距 
離 表 示 を 合わ せ て くだ さい 。( 例 えば 、50 
ミリ レン ズ の 時 は 、40 表 示 を 合わ せ て くだ 
さい 。) 


⑧ 撮 影 を する 前 に テス ト 発光 を し て 、 オ ー 
トシ グ ナ ル の 点灯 を 確認 し て くだ さい 。 
点灯 し な い 場 合 は 有効 範囲 の 長い 絞り 値 
に 変え る か 、 被 写 体 まで の 距離 を 詰め て 
くだ さい 。 

※ 被 写 体 ま で の 距離 が 近く て も 反射 面 ( 壁 、 
天井 ) まで の 距離 が 遠かっ たり 、 反 射 率 
が 悪い と オー ト 機 能 が 働か な い 場合 が あ 
り ま す 。 

※ 緑 色 の A で テス ト 発 光 を し て も オー トシ 
グ ナ ル が つか な か っ た り 、 多 灯 撮 影 を す 
る と き な ど は マニ ュ ア ルモード に し て く 
だ さい 。 絞 り は 反射 面 の 反射 率 を 考慮 し 
て 決定 し 、 あ ら か じ め テ スト 撮影 を する 
こと を お すす めし ます 。 

※ 人 バウ ンス ヘ ッ ド の 調節 は 、 左 の 図 の よう 
に 角度 が 浅い と 被写体 の 上 部 だ け 明 る く 
な り 不 自然 に な り ま す 。 ま た 反射 面 に 蛍 
光 灯 の カバ ー や シャ ン デ リア 等 が あり ま 


@ テ レズ ー ム の 取り 外し 方 

① 写 真 4 の よう に テレ レン ズ 部 を 前 に 引き 
出し 、 取 付 指標 (一 100 一 ) を クリ ッ ク 
に 従っ て 取付 ガイ ド に 合わ せ て くだ さい 。 

⑧② 写 真 5 の よう に auto36SR の バウ ンス へ 
ッ ド を 手 で 固定 し な が ら 左 右 に 押し 広げ 、 
テレ キッ ト 全 体 を 上 方 に 滑ら せ て 外し て 
くだ さい 。 


@ ご 注意 
※ テ レキ ッ ト の 脱着 は 必ず 、 取 付 指標 (一 


ュ へ へ ヽ を mm ユー ドラ トッ ー へ ニュ トーー ュ トー ッ ー 


※ ナ レツ トウ 1 サリ ワン の *、 ロ ULU つ 〇 らい ソ 
アク セ サ リ ー 取 付 溝 に か み 合 っ て いな い 
と 取り 付け られ ませ ん 。 必 ず 正 し く か が かみ 
合わ せ て か ら 取 り 付 け て くだ さい 。 

※ 取 付 後 、 正 面 か ら 見 て テレ キッ ト が 曲 が 
っ て いる と き は 、 取 付 方 が 間違っ て いま 
す の で セッ ト し 直し て くだ さい 。 


ズー ムレ ンズ を 使用 する 時 

ズー ムレ ンズ を ご 使 用 に な る と き は 、 撮 影 
用 の レン ズ 焦 点 距 離 を TL-B に セッ ト し て く 
だ さい 。 ま た 、 ズ ー ミ ング の 範囲 が 決ま っ 
て いる 場合 は 、 そ の 範囲 の 一 番 短 い 焦点 距 
離 を TL-B に セッ ト し て くだ さい 。 (例え ば 、 
35 一 70 ミ リ の ズー ムレ ンズ を 使用 し て 、 
50ー70 ミ リ の ズー ミン グ を する と き は 、 
40 を TL-8B に セッ ト し て くだ さい 。) 

ご 注意 

※ ズ ー ム レン ズ の 中 に は 、 ズ ー ミ ング の 度 


表 1 


使用 レン ズ 40 50 60 


TL-8 
合わ せる ズー ム 
距離 表示 目盛 


70 80 


100 105 120 135 


人 テレ キッ ト TL-8 を 使っ た 撮影 


オー ト 撮 影 
auto36SH は 、 テ レキ ッ ト を 使用 し た と き 
で も オー ト 撮 影 が で きま す 。 オ ー ト 有効 範 


は 表 2 を 参考 に し て くだ さい 。 オ ー ト 撮 
影 の 方 法 は テレ キッ ト な し の 時 と 同じ で す 。 


表 2 [TL8] 使用 時 の オー ト 有 効 範囲 
オー ト 
F 値 
(SO 100) 


40 ミ リ | 70 ミ リ |100 ミ リ |135 ミ リ 


F2 | 23^18m | 2.7^20m [25-225m|28-255m 


マニ ュ ア ル 撮 影 
テレ キッ ト 使 用 時 の ガイ ドナ ン バ ー (Full 
光量 の 場合 ) は 表 3 の 通り で す 。 1/2 光 量 
以下 の ガイ ドナ ン バ ー は 次 の 式 に 従っ て く 
だ さい 。 

1/ ら 光量 の GN=Full 光 量 の GNx0.7 

1/4 光 時 の GN=Full 光 量 の GN x 0.5 

1/8 光 量 の GN=Full 光 量 の GN x0.35 

1/16 光 旦 の GN= ニ Full 光 量 の GNx0.25 


表 3 TL-8 使 用 時 の ガイ ドナ ン バ ー (Full 光 量 の 場合 ) 


す と 、 被 写 体 に 光 の ムラ が で きま す の で 
ご 注意 くだ さい 。 

※ 反 射 面 に 色 が 付い て いる と 被写体 に その 
色 の 影響 が 出 ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


合い で レン ズ の 明る さ (絞り 値 ) が 変化 
する も の が あり ます 。( 例 えば 、35 一 70 
ミリ の ズー ムレ ンズ で 、F3.5~F4.5 に 
レン ズ の 絞り 値 が 変化 する も の が あり ま 
す ) カメ ラ が ダイ レク ト 測 光 (TTL 測 光 ) 
の 時 は カメ ラ が 自動 補正 を し ます 。 

@ ダ イレ クト 測光 機構 の な い カ メラ の 場合 
は 、 手動 に よる レン ズ の 絞り 補正 が 必要 
で す 。 詳 し く は レン ズ 及 び カ メラ の 説明 
書 を ご 覧 くだ さい 。 

※ ズ ー ム レン ズ は 、 同 等 の 単 レ ンズ に 比べ 
て レン ズ の 構成 枚数 が 多い の で 、 光 の 透 
過量 が 少な い の が 普通 で す 。( 例 えば 、 同 
じ F4 の 絞り で も ズー ムレ ンズ の 場合 は 暗 
く 写 り ま す ) レン ズ の 絞り を ス トロ ボ に 
セッ ト し た 絞り より 1/2 一 1 絞り 開い て 
撮影 し て くだ さい 。 


例 例 えば 40 表 示 の 時 で 1/ ら 光量 の GN 計 算 
は 次 の 様 に な り ま す (IS0100 フ ィ ル ム 
の 時 ) 


Full 光 量 の GN 1/8 光 量 の GN 


F4 112<-9m LivlOmlieciim 14-5 


06~-45ml 055-5m | 06-55m |07^63m 


F8 


5 1 S 0O 感 度 
ズー ム 焦 点 距 離 表 示 
gs | so | e4 | go | ioo| soo| 4ooliooo 
40 表 示 8 | gs | ee | ss | se | si | zz | iis 
70 表 示 ee | so | ss | sg | 43 | ei | se | se 
100 表 示 | ss | sm | 4s| タ | e7| sslisol 
135 表 示 ee | se | 4| | 45 | si | za | ios | ie 


人 テレ キッ ト TL-8B に よる バウ ンス 撮影 


バウ ンス フラ ッ プ の 使い 方 

テレ キッ ト の バウ ンス フラ ッ プ は 、 天 井 等 
を 利用 し て バウ ンス 撮影 を する 際 に 光 の 一 
部 を 正面 光 に 変え る 役目 を し ます 。 こ れ に 
より 人 物 や 動物 の 撮影 で は 瞳 に キャ ッ チ ラ 
イト ( 障 の 輝き ) が 入り 、 表 情 が いき いき 
と し て 画面 が 引き 締まり ます 。 


① バ ウン ス フ ラ ッ プ を 任意 の 位置 で 起こ し 
て くだ さい 。 

⑱ テ レレ ンズ 部 を 一 番 短い 状態 に し (40 表 
示 に 合わ せる ) auto36SHR の バウ ンス へ 
ッ ド の 角度 を 黄色 の 角度 表示 に し て くだ 
さい 。 

③ 撮 影 は オー ト が 便利 で す 。 マ ニュ アル で 


も ご 使用 に な れ ま す が 、 そ の 場合 は 露出 
決定 が 難し く な り ま す 。 オ ー ト な ら ば 撮 
影 前 の テス ト 発光 で 簡単 に 標準 露出 が 得 
られ ます 。 


別売 バウ ンス リフ レク ター「BK-01」 の 取 
付 方 と 使い 方 

壁 や 天井 を 利用 する バウ ンス 撮影 で は 、 そ 
れ ら の 色 や 反射 率 に 左右 され て バウ ンス 光 
が 非常 に 弱く な っ た り 、 写 真 の 色 が 濁っ た 
りす る 場合 が め あります 。 常 に 安定 し た より 
良い バウ ンス 光 を 得る た め に バウ ンス リフ 
レク ターBK-01 (別売 ) を ご 利用 くだ さい 。 
光源 に 近い 位置 か ら の バウ ンス で すか ら ス 
トロ ボ の 光 を 効率 よく 利用 で きま す 。 


金 アフ ター サー ビス に つい て 


① バ ウン スリ フレ クタ ー 取 付 孔 に バウ ンス 
リフ レク ターBK-01 の 柄 を 差し 込ん で く 
だ さい 。 

※ バ ウン スリ フレ クタ ーBK-01 に セッ ト さ 
れ て いる 取付 用 パネ ル は TL-8 に は 使用 し 
ませ ん 。 ジ ョ イン ト ベ ペース 使用 時 は 、TL- 
8 を は ず し て ご 使用 くだ さい 。 

⑧ テ レレ ンズ 部 を 一 番 短 い 40 表 示 の 位置 に 
し て くだ さい 。 


フィ ルター の 使い 方 
TL-8 の フィ ルター 差 込 口 に 別売 の の フィ ル 
ター キッ ト FK- 1 (各種 フィ ルター9 枚 セッ 
ト ) の フィ ルター を 2 枚 まで セッ ト で きま 
す 。 
ご 注意 : フィ ルター キッ ト FK- 1 に セッ ト さ 
れ て いる ワイ ド パ ネ ル 及 び WP-S 1 (照射 角 
を 拡げ る フィ ルター) は TL-8 に は ご 使用 に 
な れ ま せん 。 ワ イド バネ ル を 使用 する 場合 
は 、 フ ィ ル ター ホル ダーFH-12 を ご 利用 く 
だ さい 。 


保証 は 同封 の 保証 書 に より ます の で 、 よ く お 読 み 上 、 大 切 に 保管 し て こく だ さい 。 万 一 故障 し た 場合 は 、 お 買上 げ 店 、 又 は 「 サ ン パ ッ ク サ ー ビ 
スス テー ショ ン 」 に 必ず 保証 書 を 添え て ご 依頼 くだ さい 。 ま た 、 修 理 を 依頼 され る 前 に 、 こ の 説明 書 を も う 一 度 お 読み に な る と 共に 、 電 池 が 


消耗 し て いな いか お 確か めく だ さい 。 


人 auto36SR の 性 能 


者 イド ナジ 
照 射 角 度 
オー ト 有 効 距 離 (|S0・100m) F2 

F4 

F8 
パワ ー レ シオ (マニ ュ ア ル ) 
拓 境 少 ツウ ス 少 度 


内 光 時 間 と 


36-9 (ISO・100-m) 
35mm 以 上 の 焦点 距離 を カバ ー 
6 一 18m 

1 一 Bm 
0.5-4.5m 

Full. 1/8, 1/4, 178. 1/16 
上 方 90" 左右 方 向 330" 


約 1/700~-1/20000 秒 


マニ ュ ア ル 約 1/700-1/10000 秒 


発光 間隔 及び 発光 回 数 発光 間隔 発光 回 数 
アル カリ 電池 単 3x4 初期 約 8.5-0.3 秒 約 135 一 1400 括 
コッ カド 電 油 単 3X4 初期 約 5.5 一 0.3 秒 約 55- 400 四 
1 本 入 2 ツー ツ 単 oX6 初期 約 8 一 0.3 秒 約 350 一 1200 回 
7 夫 め ウ Ti『. 型 NC-510 初期 約 1.5-0.3 秒 約 80- 800 回 
7 みり グ ょ 』 型 積層 510V 初 期 約 1 一 0.3 秒 約 500-4500 回 
六 較 みみ ウ 二 . 翌 積層 240V X2 初期 約 1 一 0.3 秒 約 500-4500 回 

9 認 六 約 19 -0.3 秒 = 

寸 法 高 さ 113X 幅 75X 奥 行き 72mm (シュ ー 別 ) 

重 量 310g (電池 別 ) 

付 属 品 シン タロ コー ド (1P) OBmW。 TL8、 SCr5 


人 @ 発 光 回 数 と は 、 常 温 下 で 新しい 電池 を 使用 し 、30 秒 間隔 で 発光 させ 、 発 光 後 レ ディ ラン プ が 点灯 する の に 要する 時 間 が 30 秒 以内 で ある 状態 まで の 回 数 で す 。 
信 発 光 間 隔 と は 、 発 光 回 数 に 示し た 条件 下 に お いて 発光 後 、 レ ディ ラン プ が 点灯 する まで の 最短 時 間 を 言い ます 。 
人 @ 外 観 及 び 性 能 を お 断り な く 一 部 変更 する 場合 が あり ます 。 


金 auto36GSR の オプ ショ ン ア クセ サリ ー 


撮影 の バリ エー ショ ン を さら に 広げ る た め に 、 シ ステ ム 化 され た 別売 アク セ サ リ ー が 用 意 さ れ て いま す 。 


⑪ 


ーー アス 


ーー 
⑲⑱ 


① 積 層 バ パック 1I 型 \9.800 

⑧ 積 層 バ パッ ク 想 型 \8.800 
⑧③TR パ ッ ク TI セ ッ ト \17.800 
※TR バ ッ ク 用 マイ コン 急速 充電 器 (2H 充 電 ) \9,800 
(《④ フ ィ ル ター キッ ト FK-]1 (9 枚 組 )\3.800 
⑤ ワ イド パネ ル WP-S1 \900 


フィル ター ホル ダーFH-12 \400 
⑦TL-8 (テレ キッ ト ) \ ら .000 
⑧QBC-9( 充 電器 )\3.500 

QB-3( 単 3 ニッ カド 電池 )\1.800 
⑧AD-27J(AC ア ダ プ ター) \3.000 


⑩QBC-5 (充電 器 /NC510 用 ) \3.500 
⑪ ペ ー シ ッ ク グ リッ プ ( ホ ッ ト シ ュー 付 )\4,800 
バウ ンス リフ レク ター\ ら 2,800 
⑬ ス レー ブユ ニッ ト ( ワ イヤ レス 増 放 只 ) \ ら .950 
※ 価 格 は 全て 税別 表示 で す 。 


SUIIPHK 発売 元 サン パッ クツ 株 式 会 社 祝 i45.006z 東京 都 大 田 区 北 千 束 1-4.6 トー カド ビル 


TEL.03-5701-11828 


大 阪 支店 〒542-0081 大 阪 市 中 央 区 南船場 -10-27 KAZU ビ ル 5F 


TEL.06-6245-5333 


名 古屋 支店 〒464-0850 愛知 県 名 古屋 市 千種 区 今池 5-24-32 


今池 ゼネ ラル ビル 4F 
fo に A ロ 製 千 元 株 式 会 社 トーカ ド 本 、 社 145-0062 東京 都 大 田 


トー カド (サン パッ ク ) ホ ー ム ペー ジ 


TEL.052-733-0147 


北 千束 1-4-6 


http://Www.tocad.cO.jp 


SUTPRK 


お 客 様 各位 
会 社名 変更 の ご 案内 
トー カド エナ ジー 株 式 会 社 
(上 社名: サン バッ ク 株 式 会 社 
譜 啓 


この 度 は 、 サ ン パ ッ ク 製 品 の ご 購入 を 賜り 厚く 御礼 申し 上 げ 
ES 

弊社 は 、 平 成 12 年 12 月 1 日 を も ち ま し て 商号 を 「 サ ン パ ッ ク 
株 式 会 社 」 か ら 「 ト ー カ ド エ ナ ジー 株 式 会 社 」 に 変更 いた し ま 
し た 。 社 名 の み の 変 更 で す の で SUNPAK ブ プラ ンド 、 製 品 保証 、 
アフ ター サー ビス に つき まし て は 従来 通り 安心 し て ご 使用 戴き 
た く 存 じ ま す 。 

な お 、 一 部 保証 書 、 使 用 説明 書 に 旧 社 名 が 未だ 記載 され て い 
る も の が あり 、 ご 不便 を お 掛け し て お り ま す が 何 卒 ご 容赦 くだ 
さい 。 

今後 も 、 お 客 様 に 喜ん で 使っ て 戴け る サン パッ ク プ ラン ド を 
目指 し 、 新 社 名 の 下 、 従 業 員 一 丸 と な り よ り 一 層 励 お 所 存 で す 。 
今後 も サン パッ ク 製 品 の ご 愛 願 を 賜り ます よう 護 ん で お 願い 申 
し 上 げ ま す 。 
敬白 


@ ご 質問 ・ お 問い 合せ は 、 下 記 ま で ご 連絡 くだ さい 。 

トー カド エナ ジー 株 式 会 社 サン バッ ク 営 業 部 

本 社 〒145-0062 東京 都 大 田 区 北 千束 1 4-6 
TEL 03-5701-1122 FAX 03-5701-1125 

大 阪 支店 〒542-0081 大 阪 市 中 央 区 南船場 の - 1 0-27 KAZU ビ ル 5F 
TEL 06-6245-5333 FAX 06-6245-1421 

名 古屋 支店 〒453-080 1 名 古屋 市 中 村 区 太 閣 3- 1 -18 名 古屋 KS ビル 9F 
TEL 052-459-3501 FAX 052-459-0600 
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外部 電源 を 使用 する 場合 の ご 注意 


外部 電源 (積層 パッ ク 、TR パ ッ ク HI 及び 
AC ア ダ プ ター 「AD-27」) を 使う と き は 、 
必ず 電池 室 に 単 型 電池 4 本 を 入れ て くだ 
さい 。 電池 を 入れ ず に 使用 する と 、 全 て 
の 撮影 モー ド に 於 いて FULL 発 光 に な り ま 
す 。 


『。 


SN 


SS に で ALYALLuT 
RS いわ まぐ マハ 月 TON 7 垢 妹 ) 琵 世 失 
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SN みさ 人 集 トド RNRGRG 単 生葉 所 ぶ 
の なせ 用 肢 2 ま 玉 人 人 芸 衣 頭 "。4d の 
先 せ 2K 半 ES720 コ 1 ヨー 和 ま 導 本人 の 
SS 


ーー ラン グラ 保証 書 < ミーー 


本 名 製造 No. 
(Product Type) euto36SR (Lot No。) 製品 の 刻印 ナン バー を ご 記入 ぐだ さい 
ご 購入 年 月 日 フリ ガ ナ 
(Date of Purchase) 20O / 年 / ウ 月 と ュー お と ころ 
ご : 販 売店 (ゴム 印 を お 押 じ くだ さい ) (00 記 
(Dealer's Stamp) フリガナ 
お な まえ 
(Name) 
2 2 al 性 別 男 ・ 女 (年 令 ) ぁ 
市 外 局番 市 肉 局 番 番 - 号 
LE 上 ( )-( )-( ) 
〇 本 保証 書 を お 受け 取り の 際 は 販売 店 名 及び 購入 年 月 日 等 が 
記入 きれ て いる か どう か を ご 確認 くだ さい 。 も し ゃ っ 記入 も れ HH SUIIPHIK エナ ジー 株式 人 社 
が あっ た 場合 は 、、,。 た だ ち に お 買い 上 げ 店 へ お 申し 出 く だ さ . い 。 DA 
〇 本 保証 書 は 紛失 され まし て も 再発 行い た し ませ ん の で 、 大 切 〒145-0062 東京 都 大 田 区 北 千 東 1-4-6 トー カド ビル 
に 保存 し て くだ さい 。 


e 2 ヽ SN ロー リロ 
人 間 SUP 朋 旨 果 8 TEL.03-5701-1122 (サン バッ ク 営 業 部 ) 


1. 本 製品 が 万 一 故障 し た 場合 は 、 ご 購入 日 か ら 満 1 年 間 無料 
修理 を いた し ます 。 
沿 、 お 買い 上 げ 店 また は 当社 サー ビス 機関 に ご 持参 いた 
だ くに 際 し て の 諸費 用 は 、 お 客 様 に ご 負担 願い ます 。 

2. 次 の 場合 は 、 上 記 期 間 内 で も 保 償 の 対象 と は な り ま せん 。 

(1) 使用 上 の 誤り 、( 使 用 説明 書 の 内 容 以外 の 誤操作 等 ) に 
より 生じ た 故障 。 
「 特 に 放電 管 、 シ ンク ロコ ー ド の 過度 な 扱い に よる 故障 」 
「 他 社 製品 と の 組合 せ に より 生じ た 故障 」 

(2) 当社 の 指定 する 修理 取扱 い 所 以外 で 行わ れ た 修理 、 改 造 、 
分 解 掃除 等 に よる 故障 。 

(3) 火災 、 天 人 災 、 地 変 等 に よる 故障 。 

(4) 保管 上 の 不備 や 手入れ の 不備 に よる 故障 。 

(5) 本 保証 書 の 添付 の な い 場 合 。 

(6) 販売 店 名 、 購 入 年 月 日 等 の 記載 な きも の 、 及 び 記 載 事 項 
を 故意 に 訂正 され た 場合 。 

3. 本 製品 の 故障 に 起因 する 附 随 的 損害 (撮影 に 要 し た 諸費 
用 及び 撮影 に より 得 ら れる 利益 の 喪失 等 ) に つい て は 保 
償い た し か ね ます 。 


ョ ング = 保 証 規 定 < ヾ ヾ = 


還 ご 注意 

1. 本 保証 書 は 、 以 上 の 保証 規定 に より 無料 修理 を お 約束 す 
る も の で 、 こ れ に より お 客 様 の 法律 上 の 権利 を 制限 する 
も の で は あり ませ ん 。 


圏 ア フタ ー サ ービス に つい て 

1. 補修 用 部 品 の 保有 期間 は 、 製 造 終 了 後 5 年 を 目安 に し て お 
り ま す 。 

2. 保証 期間 後 の 修理 等 に つい て は 、 当 社 に お 問い 合せ くだ 
さい 。 


サン パッ クサ ービス セン ター 
〒145-0062 東京 都 大 田 区 北 千 束 1-4-6 トー カド ビル 

東急 目黒 線 洗足 駅 (南北 線 乗り 入れ 下車 徒歩 3 分 TEL.03(5701) 1122 
〒542-0081 大 阪 市 中 央 区 南船場 2-10-27 KAZU ビ ル 5F 
御堂 筋 線 心斎橋 下車 徒歩 5 分 TEL.06(6245) 5333 


〒453-0801 名 古屋 市 中 村 区 太 閣 3-1-18 名 古屋 KS ビル 9F 
JR 名 古屋 駅 太 閣 口 よ り 太 導通 り 徒歩 5 分 TEL.052(459) 3501 


